
消
費
税
増
税
意
図
の
不
透
明
化
と

厳
し
い
財
政
再
建
の
道
筋

２
０
１
９
年
１０
月
に
消
費
税
率
が
１０
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
増
税
対
策
と
い
う
名
目
で
中

小
小
売
業
の
消
費
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
、

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充
や
自
動
車
取
得
・
保
有
の

税
負
担
の
軽
減
な
ど
総
額
２
兆
３
０
０
０
億
円
程
度

の
手
当
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
引
き

上
げ
に
あ
わ
せ
て
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
、
食
料
品

の
税
金
は
８
％
に
据
え
置
か
れ
た
。
軽
減
税
率
で
税

収
が
減
る
一
方
で
、
食
料
品
を
多
く
購
入
す
る
高
額

所
得
者
が
相
対
的
に
得
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
逆
進

性
対
策
と
し
て
の
所
得
再
分
配
効
果
は
ほ
と
ん
ど
期

待
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
何
で
も
あ
り
の
対
応
策
で
、

消
費
税
増
税
の
意
図
が
不
透
明
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
安
倍
首
相
の
方
針
ど
お
り
今
後
１０
年

程
度
消
費
税
を
再
引
き
上
げ
し
な
い
と
な
る
と
、
そ

の
間
に
財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。
す
で
に

巨
額
の
国
債
残
高
が
あ
り
、
後
期
高
齢
者
が
増
加
し
、

医
療
・
介
護
需
要
な
ど
社
会
保
障
歳
出
の
増
大
が
避

け
ら
れ
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
今

後
は
、
消
費
税
の
増
税
分
を
他
の
税
の
減
税
や
歳
出

に
回
す
余
裕
も
な
い
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
る
２
０
２
５
年
ご
ろ
に
は
、
勤
労
世
代
の
人
数

も
１
人
あ
た
り
所
得
も
そ
の
増
加
が
期
待
で
き
な
い

か
ら
、
社
会
保
障
財
源
の
確
保
も
困
難
に
な
る
。
さ

ら
な
る
消
費
税
増
税
な
し
で
財
政
再
建
が
実
現
で
き

る
ほ
ど
、
日
本
財
政
の
見
通
し
は
甘
く
な
い
。
ま
し

て
消
費
税
を
増
税
し
て
も
歳
出
が
さ
ら
に
放
漫
化
す

る
と
、
財
政
再
建
の
道
筋
は
厳
し
い
ま
ま
で
あ
る
。

財
政
運
営
と
税
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
財
政
健
全

化
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
姿
勢
を
明
確
に
す
べ
く
、
消
費

税
率
を
早
め
に
か
つ
小
刻
み
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
所
得
税
の
課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
し

て
消
費
税
以
外
の
税
収
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

今
後
の
消
費
税
増
税
時
の
改
善
点

今
後
の
消
費
税
増
税
に
際
し
て
改
善
す
べ
き
点
も

多
い
。
ま
ず
は
軽
減
税
率
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

逆
進
性
対
策
と
し
て
は
軽
減
税
率
で
な
く
、
標
準
税

率
１
本
で
広
く
課
税
し
、
そ
の
税
収
の
一
部
を
弱
者

に
還
付
す
る
方
が
実
務
上
も
税
制
度
と
し
て
も
明
快

で
あ
り
、
よ
り
公
平
で
効
率
的
で
あ
る
。
ま
た
、
駆

け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動
減
対
策
と
し
て
の
恣
意
的

な
景
気
対
策
も
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
税

井
堀
利
宏

い
ほ
り

と
し
ひ
ろ

わ
が
国
財
政
の
現
状
と
今
後
の
改
革
方
向
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の
表
示
を
外
税
か
ら
内
税
に
変
更
し
、
税
率
引
き
上

げ
時
に
大
幅
に
消
費
者
価
格
が
上
昇
し
な
い
よ
う
に

し
て
、
引
き
上
げ
前
後
で
消
費
者
価
格
へ
の
転
嫁
が

よ
り
柔
軟
に
生
じ
る
方
策
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
住
宅
な
ど
ス
ト
ッ
ク
資
産
に
対
す
る
消

費
課
税
を
再
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
消
費
税
の
課
税

ベ
ー
ス
が
消
費
行
為
で
あ
る
以
上
、
ス
ト
ッ
ク
の
取

得
時
に
課
税
す
る
の
は
消
費
税
と
は
言
え
な
い
。
す

で
に
固
定
資
産
税
が
住
宅
に
も
課
税
さ
れ
て
い
る
以

上
、
住
宅
へ
の
消
費
税
を
廃
止
し
て
、
そ
の
減
収
分

は
固
定
資
産
税
の
増
税
で
対
処
す
る
の
が
一
案
で
あ

る
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
以
降
に
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
な
っ
て
社
会
保
障
需
要
が
急
増
す
る
事
態

は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
社
会
保
険
料
の
負
担
増
に

も
抜
本
的
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
急
速
な
少
子
高
齢

化
社
会
で
は
、
賦
課
方
式
の
社
会
保
障
制
度
を
維
持

す
る
限
り
、
若
年
世
代
、
将
来
世
代
の
保
険
料
負
担

が
増
加
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
経
済
成
長
が
見

込
め
な
い
と
、
若
い
世
代
ほ
ど
経
済
状
態
が
貧
し
く

な
る
か
ら
、
世
代
間
の
不
公
平
は
解
消
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
巨
額
の
財
政
赤
字
の
累
積
で
増
税
負
担
も

将
来
世
代
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
財
政
や
社
会
保

障
へ
の
不
安
で
若
い
世
代
の
勤
労
意
欲
や
消
費
意
欲

が
萎
縮
す
る
と
、
日
本
経
済
の

再
生
は
ま
ま
な
ら
な
い
。

社
会
保
障
制
度
改
革
の

２
つ
の
重
要
な
視
点

抜
本
的
な
社
会
保
障
制
度
改

革
は
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

２
つ
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
１

つ
は
、
賦
課
方
式
の
給
付
水
準

を
で
き
る
だ
け
ス
リ
ム
化
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

社
会
保
障
歳
出
も
抑
制
で
き
る

し
、
将
来
世
代
に
転
嫁
さ
れ
る

負
担
額
も
減
少
す
る
。
も
う
１

つ
は
、
公
的
保
障
の
範
囲
を
限

定
・
明
確
化
し
て
、
個
人
勘
定

の
自
助
努
力
を
促
す
こ
と
で
あ

る
。す

な
わ
ち
、
公
的
年
金
改
革
で
は
、
勤
労
世
代
が

自
助
努
力
で
老
後
の
必
要
資
金
を
準
備
で
き
る
よ
う

に
、
個
人
勘
定
の
積
立
型
貯
蓄
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

積
立
金
制
度
を
採
用
し
、
個
人
勘
定
へ
の
強
制
貯
蓄

に
よ
る
自
助
を
基
本
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
退
職
年
金
基
金
を
整
備
し
、
事
業
主
に
強
制

的
に
拠
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
勤
労
者
が
積
立

方
式
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
イ
デ
コ
）」
も

同
様
の
制
度
で
あ
る
が
、
普
及
は
遅
れ
て
い
る
。
す

べ
て
の
勤
労
者
に
こ
の
口
座
を
割
り
当
て
、
老
後
資

金
の
か
な
り
の
割
合
を
自
助
努
力
で
賄
え
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
賦
課
方
式
の
公
的
年
金
は
ス
リ
ム
化
で
き

る
。さ

ら
に
、
医
療
保
険
に
つ
い
て
も
、
個
人
勘
定
の

私
的
医
療
保
険
を
活
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。
標
準
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
公
的
保
険
で
カ

バ
ー
す
る
と
し
て
も
、
付
加
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
個
人
勘
定
の
積
立
方
式
を
導
入
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
高
額
療
養
費
の
限
度
額
制
度
を
併
用

す
る
こ
と
で
、
個
人
勘
定
を
併
用
し
て
も
、
社
会
的

な
公
平
性
に
一
定
程
度
考
慮
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。目

先
の
選
挙
や
景
気
動
向
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
財

政
健
全
化
の
道
筋
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
将
来

世
代
を
重
視
し
た
税
財
政
と
社
会
保
障
制
度
の
改
革

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

図表２ 積立方式の導入

積立金制度を採用し、個人勘定への強制貯蓄
による自助

退職年金基金を整備し、事業主に強制拠出さ
せることで、多くの勤労者が積立方式の年金
制度に加入

個人型確定拠出年金「iDeCo（イデコ）」を普
及させ、賦課方式の公的年金をスリム化

シンガポール

オーストラリア

日本

図表１ 少子高齢化社会での賦課方式

勤労世代の人口

×

１人あたりの
保険料

高齢世代の人口

×

１人あたりの
受給額

勤
労
世
代
の
人
口
が
減
少

高
齢
世
代
の
人
口
が
増
加

経済構造改革に向けて
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